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障害者団体のフログラムにみられる

エンパワーメント実践の技法

横須賀俊司

県立広島大学保健福祉学部人間福祉学科

ソロモンが論じて以来，ソーシャルワークにおいてヱンパワーメントに関する研究は盛んに行われている G

その広盛ぶりにかかわらず，研究についての基礎となる明確な定義が薙立していないといわれている。しかし，

主体自身への内部に向けた動きとその外部に向けた動きとまとめることができる。特に重要とされるのは外部

への動きである O どのようにすれば外部への動きとなるのか その技法を検討することが本論文の課題で毒る。

そのために障害者団体が実施していたプログラムを素材にしてどのような技法があるのかを検討した。その結

果，障害者としての主捧化を図ること，不満や楽しみといったことにより動機付けを高めること，物事を解釈

する枠組みを提示することといった技法が明らかとなるであろう O しかし このような技法だけでエンパワー

メントが成功するわけではない。それらに加え，社会環境の整備といったことも同詩に必要とされているので

ある。
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1 緒言

本論文の目的誌，エンパワーメント実践をしていく

にあたって，ある障害者団体が実施していたプログラ

ムを通して，どのような技法があるのかを撞出するこ

とにある O つまり 障害者毘体の実践を理論化しよう

という試みである O そのため 以下のように論述して

いくことにする O まずヱンパワーメントに関する研究

について概観し，エンパワーメント実践における重視

すべき点を詣諒する O 次に 考察の素材となる障害者

団体のプログラムについて説明を行う。そこから，エ

ンパワーメント実践と考えられる三つの技法について

取り出してみる O そして 最後に障害者団体のプログ

ラムにおける眼界を指摘し 今後のエンパワーメント

実践に関する展望について若干触れてみることにす

るO

2 工ンパワーメント実践の焦点

ソーシャルワークの領域でヱンパワーメントについ

て論じられるようになったのはソロモンからだといわ

れている人ソロモンは黒人を支援する有効な戦略を

求めて，ソーシャルワーク実践の基本的枠組みを発展

させようとした。そして エンパワーメントを次のよ

うに定義付けている o Iヱンパワーメント誌，スティ

グマ北された集自に属するということに基づいてもた

らされる否定的な評価が生み出している無力化された

状態を軽減する目的で ソーシャルワーカーがクライ

ヱントやクライエントシステムとともに一連の活動に

携わる過程 2)Jである。

エンパワーメントを理解するにあたって鍵になるの

が「パワ-Jである。久保美紀はアメリカでエンパワ

ーメントが表舞台に登場する過程で抽出されたパワー

概念について検討している。パワー〈力)の構成要素

はクライエントの資源の所有との関録性で毒り，した

がって，エンパワーメントはクライエントの資源の所

有とワーカー・クライエント・社会システムの三者の

交互作患の関数であるとしている。また，ワーカーと

クライエントの援助関係の中で、パワーが不均禽に配分

されるため，そのアンバランスを除去し，パワーを共

有することでクライントの力の源泉を高めていくのだ

とpう3)。

ヱンパワーメントは理論的研究だけでなく，実践に

ついての研究も進められている。例えば，コックスと

ノtーソンズ 4)は問題を個人的，対人的，環境的，政

治的の四つの次元に概念北し それに対応したエンパ

ワーメントを志向したインターペンションの焦点、につ

いて概念化を試みている。また 宮川数君はめ個人

的次元から社会的次元までの一連の段階において，中

心となる四つの方法をカウンセリング，相互支持，ア

ドボカシー，ソーシャルアクションとして取り上げ，

エンパワーメント・アプローチの技法としている。そ

して，これらを中核としたヱンパワーメント過程を，

カウンセリング次元相互支持次元 アドボカシ一次

元，ソーシャルアクション次元として説明している O

このようにエンパワーメントに関する研究が広がっ

てきたにもかかわらず，その定義が明確に右っていな

い，暖味であるといった指摘がされている叱比較的

最近に出版された社会福祉語典のエンパワーメントと

いう項目を見ても定義の暖珠さが記されており 7) そ

の問題が今なお解決されていないことを伺わせる O 明

確立概念定義が確立してい怠いということは，エンパ

ワーメント研究を推進 発展させていくうえで大きな

妨げになる。概念は誹究していくうえでの土台である O

その土台がしっかりしていなければ，その上に立つも

のは不安定にしかならない。各論者がそれぞれ異なっ

た意味内容を付与して好き勝手に使用していたとした

ら議論することが難しくなる。ある人がミカンについ

て話をしているのに その相手がリンゴを思、い浮かべ

て議論を仕掛けても話がすれ違うだけである O したが

って，定義を確立させていくことが求められていると

いえるのである O

このような中で，降幡博亮 8) はいくつかのエンパ

ワーメントの定義を検討して 二つのベクトルに収れ

んすることができるとしている O すなわち， I心理的

抑圧から解放され自信を得るというような，主体自身

の内部i二向けた動きjと「主体自身を取り囲む社会的

な状況を変えていくという 外部に向けた動き」の二

つのベクトんである O ここでいう主体とは，差別や抑

圧を受けて無力化されてしまった人(たち)のことを

さす。降幡の定義は，その導き方からして，最大公約

数的な性格を持っている O エンパワーメントの定義が

確立していない中で，最大公約数的な性椙は多くの人

の承認を得ることができる。したがって，これを暫定

的な定義として採用することができるだろう O

前者を一言でまとめると 無力化されている入(た

ち)が自己肯定できるようになる内的変化といえる。

自分を皐下していたり，自分に自信をまったく持つこ

とができなければ何事に対してもやる気すら起こら

ないだろう O やはり 自己肯定できるようになること

は必要である。それによって無力化された状態から抜

け出す道が開かれる O 内面が充実することで，社会;二

対して何らかの働きかけをしていく力もついていく可

能性も高まる O そのため 自己肯定できるような実践

が求められることになる O エンパワーメント実践にあ

たって「ストレングス読点」との親近性が指摘されて

いるが 9) これなどは有効な準拠枠といえるのかもし

れない。障害者自体ではピア・カウンセワングという

手法を用いて，障害者の自己肯定できる一助となるよ

う活動が行われていたりする O
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後者は社会的状況を変えるために自分の外部に対し

て働きかけるという行為である。ヱンパワーメント実

践の成功の可否は無力化されていた人が外部への働

きかけという行為をできるかどうかが重要なポイント

となる O 自己肯定をできるようになっている方が，外

部への行為に踏み出しやすい。しかし，自己肯定がで

きているからといって，行為をすると法限らない。自

己肯定によって内面が充実しても行為に及ば立いこと

はある。つまり，自己肯定できることと，社会的状況を

変えようと行為をすることとは別の問題としてとらえ

る必要があるということである。したがって，エンパ

ワーメント実践ではいかにして行為に踏み出すことが

できるのか，自己肯定以外にもその方策を考えること

が求められる O エンパワーメント実践にあたっては行

為に踏み出すことができるような技法として，どのよ

うなものがあるのか。この点について，障害者団体が

実施したプログラムを素材に考えてみることにしよう。

3 障害者甲子菌というプログラム

兵庫県西宮市に拠点を霊くメインストリーム議会 10)

(以下， MSAと略す)は「全国高校生揮害者 1)ーダ一

大会J(以下，通称である「聾害者甲子冨jと表記す

る)というプログラムを実施していた。これを寂り上

げて，エンパワーメント実践にあたって，どのような

技法が試みられているのかを検討してみよう。醒害者

甲子園を取り上げる理由は二つある。まず， ~章害者甲

子園は必ずしもエンパワーメント実践を意図して実施

されたものではないが 筆者がプログラムの実施に関

わる中で，エンパワーメント実践としての側面を有し

ているものと実感することのできるプログラムであっ

たためである。また 他の捧害者団体には障害者甲子

冨のように高校生を対象に実施するという先駆的なプ

ログラムが見あたらなかったということにもよる。

障害者甲子園は 1993年の夏期休暇に初めて開催さ

れた O その後， 2002年まで毎年夏期休暇中に開催さ

れ，計 10自にわたって実施された。大会の概要は各

年によって若干異在っているが 二治三日か三泊四日

の期間で行われている O 内容についても概ね講演会，

交流会，ツアー・観光，分科会， 1分間スピーチとい

ったものが盛り込まれている(表 1・2参照)。一般

的には大会が始まってからプログラムがスタートする

が，障害者甲子園の場合は，大会開擢以前からすでに

プログラムが始まっているといえる。大会の参加者は

当日，公共交通機関を利用して原知として一人で兵庫

県西宮市の会場までやってくることが求められている

からである O その過程で出くわす経験が重要な役割を

果たすことになる。このことについては後述する。

表 1 第 6@l障害者甲子園のE程表

傘警暴

8 F.J 25日(1 (，之ぢめ}
14:00 開会式(西宮京総合福祉センター〉
16:15 パスに乗って兵庫県立総合体育館へ移動
16:45 到着、オリエンテーション(捧育館前〉
17:30 交流会環始(兵庫医大鳴尾浜グランド〕

護の底力ら大嬢笑?!?!?
20:00 交流会経了
21:00 -22:30 

入浴
22:30 費灯

8F.J 26日 (2(，之ぢめ〉
6:20 起沫
7:00 朝食(ホームステイの説明〉
8:30 観光出発(ー摺裏出口註車場に集合)

神戸、大阪、京都iこ出障!!
16:00 居残り超法体育舘へ
17:00 観光終了

各ホームステイ先立各自で出発
言残リ組i立体言舘へ

18:00 各ホームステイ先に到着!1
居残り組体書館iこ到着!!
夕食(工ントランスホ-Jレ〉

18:30 -20:30 
ゲーム(エントランスホール〉
荷をするかは実行委員も知らない1?

20:30 -22:30 
入浴

自謹議 毒事 容

8 日 27 日 (3(~ちめ〉
7:00 記床
7:30 朝食
10:30 体育館裂著
11:00 講演会〈二階提聴覚室)

講演者 メインストリーム協会佐藤聡
12:00 昼食{エントランスホール)
13:30 分科会

Jらの実へ巽へと追っていこうH
恋愛@ 視聴覚室
恋愛② 会議室
信づくり 研修室 1
学校 研穆室2
就職 研接室 3
一人暮らし 研修室4
コミュニケーション 第 3和室

16:00 スタップとの匡議〈研修室 1-4) 
18:30 夕食パーティー
20:30 -22:30 

入浴
22:30 消灯

8日28日 (4(，之ぢめ〉
6:30 起末
7:00 事足食〈エントランスホール)
8:30 梅田に出発(一階裏出口駐車場に集合)

1毒物忘れだらあかんで!!
10:00 サン広場に到着
10:30 分摺スピーチ

ゅうてまえ!!
11:30 昼食開始(スピーチは続く)
13:30 罷会式
14:00 解散

出所 f第 61a1障害者平子屋報告書』メインストリーム協会， 1999年
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表 2 各Eのプ司グラム内容

講演会 父流会・ゲム-パティ ツアー・観光 分科会 1・2分間スピーチ 面接ー面談 全体討議会 要望書提出 ホームスァイ

第 1回 o O O 午前 午目IJ

第 2田 O O O 午前・午後 午議

第 3罰 O O O 午目リョ午後 午F.JIJ

第 4呂 O O O 午前・午後 O O 
第 5田 O O O 午別 O O O 

第 6自 O O O 午後 O O O 

第 7司 O O O 午自性 O o 午湾Ij

第 8田 O O O 午謡・午後 O O 

第 9司 O O 午月IJ"午後 O O 

第 10回 O O O 午部・午後 O 

参加者を募集するために 養護学校等に募集要項を

配布したり，朝E新聞に募集記事を掲載する右どして

応募者を募っている C 事月百新聞に摂定しているの法，

朝日厚生文化事業団が助成 後援団体となっているた

めである。作文と藍接交渉により 各都道詩県の障害

者の高校生を一名から数名選抜している o 1) l:::"ーター

の参加も認めている。当初は肢体不自由児と聴覚障害

児に限定していたが，第 6回大会からは視覚障害児を，

第 7田大会からは知的障害克を参加対象者として加

え，その範囲を広げている。

障害者甲子園辻地元の鍵常者高校生を中J心に結成さ

れた実行委員会と MSAのスタップによって企画，運

営されている G 地元高校生を組織化するために，西宮

市内の高校に実行委員会の募集要項を配布したり，人

権教育で協力関係にある高校には教員からの呼びかけ

を行ってもらうなどしている。

プログラムの運営に必要な財政は朝日厚生文化事業

団からの補助金，実行委員会を中心とした募金活動，

企業からの協賛金 MSAからの支援金によってまか

なわれている。それらの資金により大会運営費，参加

者の旅費と宿泊費が拠出されている。このため参加者

は無料で大会に参加できる O このようにした理由とし

ては，参加者が高校生であるため，金銭の負担がかか

ってしまうことで参加を見合わせることを避けるため

である O

障害者甲子園は，高校生の障害者を障害者運動にお

ける将来のリーダーとして育成することを自的として

いるが，一足飛びに運動の 1)ーダーになることは難し

い。障害者運動のりーダーになるに誌，まず親元や施

設を離れて，自己決定に基づいた自律生活を送ること

が前提となるため 最低摂そこにたどり着けることが

ミニマムの目標となっている。したがって，畠律生活

に踏み出すことができるように障害者をヱンパワーし

ていくことが目的となっているといっていい。自律生

活を実現するには，親を説得したり，社会資源を自分

で利用していくなど自分の外部に勢きかけていくこと

が求められる O したがって このプログラムをエンパ

ワーメント実践ととらえることができるので島る O

しかしながら，韓害者甲子圏はエンパワーメントと

いうことを意識して実施されているわけではない。そ

のために，エンパワーメントに向汁た体系的なプログ

ラムが組まれているわけでもないし，ヱンパワーメン

トとは関係のなさそうなものも含まれている O しかし，

障害者が自分の霊かれた状況を変えていこうとする，

すなわち自律生活に踏み出そうと思えるような仕掛け

がちりばめられている O 以下では プログラムにみら

れる次の三点に主たる焦点を当ててみる。すなわち，

大会に参加するために求められる一人で公共交通機関

を利用すること，遊びのプログラム，講演や分科会で

ある。これらのことがエンパワーメント実践において，

どのような働きとして抽出することができるかを順次

考えてくことにしよう C

4 樟害者としての主体化

1981年の国際障害者年以降 障害者を取り巻く状

況は大きく変化してきたといえる。 F章害者も社会に統

合されることが望ましいとされ障害者と健常者が共

生できる社会が求められるようになったのである。こ

れらを支えているのがノーマライゼーションという理

念であったり，バリアフリーという考え方である。こ

れにより公共施設からは物理的障壁が取り除かれてい

き，公共交通機関ではある軽度の配患が立されるよう

になってきた。また 障害者に対する人々の意識や態

度にも何らかの変化がもたらされた。障害(インペア

メント)は個性であるとか，障害者も同じ人間である

といった言葉がそれを端的に表現しているといえるだ

ろう G しかし，ノーマライゼーションが浸透し，バリ

アフリーが進んできたことで 本当に障害者は社会に

統合され，障害者と健常者の共生が可能となっている

のであろうか。すなわち 障害者に対する差別や抑圧

はなく立ったのであろうか。
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杉野昭博はその意義を認めながらも，ノーマライゼ

ーションやパワアアワーを次のように評価する。手足

が再び動くようにするのがワハピリテーションであ

る。それによって樟害者を健常者社会に同化させよう

としても自ずから摂界がある O この「同化の眼界jを

乗り越えるために社会を障害者が開化しやすい形にデ

ザインしなおす「洗練された同化政策jがノーマライ

ゼ、ーションやバリアフリーである。しかし，いくら洗

練したところで，結局のところ樟害者を「健常者文化j

に同化しきることはできない，と11)。

確かに，同化が可能主障害者はいる。労動意欲と労

働能力があるにもかかわらず エレベーターなどの物

理的設備がないという理由によって雇用されない車い

すの障害者などがそれにあたる。この揮害者に対して，

物理的設備の配憲、がなされれば雇用を拒む理由はな

くなる〈そもそも物理的設携の不備が雇用拒否の理由

として認められてしまうことが開題ではあるが〉。こ

れによって障害者は社会に統合されることに立る。し

かし，今のままでは労働能力がないとされる障害者が

存在するのも事実である。このような障害者は，たと

え労働意欲があったとしても 社会に統合されること

はない。雇用された障害者にしても それだけで問題

が解決するわけではなt'10 健常者と比較すれば体力的

に劣る場合が多いと考えられる障害者が，鍵常者と同

等のノルマやペースを求められたときに，果たしてい

つまで働き続けることができるだろうか。無理がたた

って二次障害(インペアメンりを引き起こし，結局

は退職せざるを得ないことも十分考えられる。

こうしてみると 1980年代以前に比べればましにな

った部分もあるが，まだまだ不十分なところもあり，

今なお捧害者には制限や制約がつきまとっているとい

える。このままで満足だという障害者にとっては，そ

れでいいのかもしれないが そうで誌ないと感じてい

る障害者にとってほ この状況が変革されていくとこ

とが望まれることになる。それには I~章害者になる j

ことが大きな役割を果たすことになる。「障害者にな

るjというのはインペアメントを持って障害者になる

ということではない。そもそも 障害者甲子爵の参加

者は揮害者とされている。そうではなく，ここでいう

「揮害者になるjとは 障害者として主体形成してい

くことである的。

この社会では，さまざまな名前が付けられることに

よってカテゴワー化がなされている。障害者も障害者

という名前が付けられることによって障害者というカ

テゴリーに騎分けされる O もともと障害者なる存在が

あって障害者と名付けられたわけではない。障害者と

いう言葉によって そこにはめ込まれた特定の集団が

障害者として認議されるようになったにすぎないので

ある。その集団の範囲に合理的根拠;まない。つまり，

障害者であるか，ないかという基準に正当性など存在

しないということで、ある。

どのような基準にせよ 障害者という名付けの行為

が障害者を実体化する。つまり ある特定の摺入や集

団が障害者として認識され実際に存在する者として

扱われるようになるのである O この実体化は僅値化を

引き起こす。健常者と異なる存在である障害者は，社

会的に舘値ある喜在 あるいは価鐘なき存在とされる

のである。ほとんどの場合は後者の錨値化がなされ，

障害者は役立たず邪魔な者とされて社会的に排除さ

れたりすることになる C このような扱いに基づいて捧

害者は告らのアイデンティティを形成してLミく。この

ように揮害者はカテゴワー化されたものが自分となる

のである 13)。

「葎害者になる」とは 障害者がこのようなカテゴ

リー化をまずは受け入れることから始まる O カテゴワ

ー化を受け入れることで揮害者自身が安Jむすることも

あるという O ニキ・ワンコはアスペルガー症候群とい

う発達揮害を持って生まれたが 成人後にその診断を

受ける。すなわち 障害者として名付けられるのであ

るG それまでは，荷かができないと?故意iこ手を抜く

健賞者jとしてサンクションにさらされていた。しか

し，カテゴライズされることで，新しい所属先や婦屠

意識を獲得し，身の丈に合った実感とりンクする自己

像を形成するきっかけになった。その名f寸け誌違和惑

を持ちながらも，その正体がわからなかった者にとっ

ては大きな救いであったという泌。

しかし，そのことによって差別を再生産してしまう

可能牲があるのも事実である 15)。霞害者と名付けら

れることは何者であるかを決められてしまうことでも

ある。したがって 障害者はこうるるべきだという規

範がのしかかってくることになる。「愛やヒューマニ

ズムを喚起し数発するようにふるまうこと 16)Jが葎

害者に法求められる。それに反するふるまいをとる障

害者に誌有形無形の圧力がかかる。例えば，自己主張

をはっきりする樟害者に対しては わがままな奴とし

て正当な扱いがされなかったりする。

乙の名付けられた意味内容を書き換えていくために

は，揮害者自らが名乗っていく盛要がある。石川准は

名乗りにおいて大きく二つの戦轄を提示している。す

なわち，本質主義の戦略と脱構築の戦略である。詮目

すべき法後者の戦略である。その特散を障害者に当て

はめてみるとこうなる O 欝害者というアイデンティテ

ィは立ち上げずに 障害者というポジションを引き受

ける O 当事者性を引き受けるために障害者と名乗る，

というものである問。このことを人に伝えるのはか

なり難しいと石川自身も述べているが，筆者主りに解

釈すると次のように説明できる。

アイデンティティを立ち上げないとは，社会から名

付けられた障害者という冨定{とされた意味内容に依拠

するのではなく，自らが名乗ることによって遂行的に，
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また流動的にそのつど形成していくものである。ポジ

ションを引き受けるとは 障害者である自分が社会に

おいてどのような位置に置かれているか，樟害者とし

てどのように扱われているかを認識することである。

つまり，障害者であるというその理由だけで，社会か

ら差裂や抑圧を受けるという現実を知ることである。

このポジションを引き受けるということが捧害者とし

ての主体を形成する第一歩，す会わち，何らかの行動

を起こす下地となるのである O

ポジションを引き受けるには 現実を経験するとこ

ろからしか始まらなt"0それをフログラムしたのが，

障害者甲子園の会場まで一人で来るというものであ

るO 自宅から会場までの道中に泣いろいろなことが待

ち受けていることだろう。 F章害者甲子園が始まった

1993年当詩では 今以上にバリアフリーも進んで、い

なかったし，人々の意識もおぼつかないものであった。

そのような状況にあっては 嫌な思いをさせられるこ

ともるったに違いない。それは自分が障害者なのだと

いうことを意識させ 自分の社会的位置を知ることに

つながる。障害者甲子爵とは，一人で公共交通機関を

利用することを通して 揮害者という理由によって差

別や持正を受ける現実があることを経験させ，それを

主体化の契機にしようという試みなのである。

5 動機付け

一人の公共交通機関利用は自律生活センターが実施

している自律生活プログラムのフィーんドトリップと

同じだといえる。自律生活プログラムとは障害者が自

らの選択や決定に基づいて生活を送る(=自律生活)

ことができるように，介助者との関係の取り方，金銭

管理，自己主張の仕方といったことを学んでいくプロ

グラムである。フィールドトリップはそれらを模擬体

験する実習と考えればよい。

石川准はフィ-)レドトリップの意義を次のように分

析している c 人は何らかの行動をするにあたって極力

無難な選択をする。つまり それぞれの選択肢がもた

らす最悪の結果だけを比較して 一番の最悪を避けて

選択を行うというのである。これを[ミニマックス戦

略jとp う。例えば，コンサートに行く予定の障害者

がいたとする O しかし 当日になっても運悪く介助者

を見つけることができなかった。時間的にはもう出発

しないと間に合わなt"0その時障害者は一人で出か

けるか，あるいは諦めるかという判断を迫られること

になる。出かけたことでもたらされる最悪の結果，例

えば，一人でトイレに行けないのでおもらしをしてし

まうかもしれないことと 読めることで予想される結

果，例えば，楽しみを我慢しなければならないことと

を比較するので品る。そして 人前でおもらししてし

まったら…と考えて おそらくは断念という選択をす

るO 社会はこのような心理を逆手にとって障害者の社

会参加を押しとどめるのである O このよう主ことはコ

ンサートに隈らず 障害者にとってE常茶飯事なので

ある O この構造をはずすには あえて危険を官す勇気

を持つことが必要である。ひょっとすると，コンサー

ト会場には介助スタップがいるかもしれない。あるい

は，たまたま知り合った人と仲長くなり，快くトイレ

の介助を引き受けてくれるかもしれなt"0患い切って

やってみると案外簡単に事が運ぶこともあるのであ

るO こうした経験を体験させるためにフィールドトリ

ップはあるのだという 18)0 

要するにフィールドトリップも障害者甲子園も，行

為を起こすために踏ん切りをつけるトレーニングをす

るということである O 障害者甲子園では踏ん切りをつ

けるトレーニングが勉にも用意されている。一(二)分

間スピーチやホームステイなどがそうである。前者は

大鼓の中心地にあるスペースにお立ち台を設定し，壇

上に上ってマイクを通して大声でスピーチをするとい

うものである O そこは人通りがか立り多く，ずいぶん

目立ってしまう。そのような中でマイクにより大声を

張り上げれば，どうしても人目をヲiく。それでも話さ

なければなら立いのであるから まさに踏ん切りをつ

けてやるしかない。後者もいきなり見ず知らずの家庭

に派遣されるのであるから 恥ずかしいなどとは言っ

てられないのである。このように踏ん切りをつけるト

レーニングが行われる。

一人の公共交通機関科用は これに加えてもう一つ

の意義がある O それは不満を感じさせることである。

不溝が品うれば，人々はみんな行為に赴くというわけで

はない。しかし，不満があるということは現状に溝足

をしていないことであり，したがって，現状を変えて

いこうとする原動力になりうる。すなわち，行為に踏

み出すきっかけになりうるということである。

クロスビーは不満が発生するメカニズムを次のよう

に説明する o X をもっていない人が，他人が X を所

有していることを知っており， Xに対する欲求がるり，

Xを獲得する正当な資諮があると感じており， Xを獲

得することが実現できると考えており， Xを獲得でき

ないのは自分の責任ではないと意識している場合，そ

の人法相対的剥奪=不満を覚えるのである 19)。要す

るに，相対的剥奪とは「人々の現実の充足水準と規範

的な欲求水準(期待水準)との比較から生じるところ

の不溝 20)Jのことでるる c ちなみに， Xは必ずしも

物理的なものである必要はなく無形のものでもかまわ

なt"0 
バリアフワーの進展によって設備的な障壁が多少は

ましになってきたとはいえ 障害者が一人で公共交通

機関を利用する場合不満を感じるような機会に出く

わす可能性が高まる。例えば降車!駅にエレベータが

あることを事前に調べて知っていたりすると，その近

ハh
U

F
O
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くの車再に乗車しようと考える入が多い。それが急い

でいるときならなおさらである。しかし，障害者は電

車に乗る擦に駅員から乗車註霊を指定されることがあ

る。このとき障害者は，健常者が乗りたいところに乗

ることができることは当然わかっている。自分の乗り

たいところに乗車したいという欲求があり，そこに乗

ることに正当な資格があると考えている。障害者であ

ろうがなかろうが 乗客は乗りたい場所に乗ることが

認められているはずである。しかも，乗りたい位置に

乗ることは容易に実現可能だと知っているし，しかも，

そこに乗れないことの責任は自分にはないと意識して

いる。したがって 障害者はそのことに不満を覚える

のである。乗り換えの回数が増えれば増える廷ど，こ

のような経験をすることが多くなり，ますます不満を

感じてしまうことであろう。

もちろん，不満を感じる仕掛けとして公共交通機関

の利用以外のものでもかまわないが，障害者にとって

危険性が低く，プログラムの一環としてスムーズに組

み込むことができるものとしては これが適している

といえる。また， ~章害者の高校生であれば，公共交通

機関を利用して遠出するといった経験もまだそれほど

多くもないで、あろう O 困難に直面しながらも誰かに頼

る乙となく一人でどうにかクリアして会場にたどり着

くことができれば それは大きな自信となる。そうな

れば，これからはもう少し気軽に外に出て行くことが

できるように立り それは社会参加につながる。この

ような点からも適切なものと考えることができる。

障害者甲子園では 行為に踏み出す動機付けとして

別の仕掛けも用意されている。それは楽しさを感じる

ことである。未だ福祉サービスの不足等のために，親

が障害者のケアをする場合が多い。それが成人に達し

ていなければ，親の関与はさらに大きなものとなって

いる。障害者にとっては，それを負担に感じていたり，

欝陶しく感じていたりする O そのよう右中で，たとえ

短期間とはいえ，親元を離れての生活を送ることで解

放感を覚えることができる O 親から離れて友達や同世

代の人々と生活をすることの自由，楽しさ，それをも

っと味わいたい，続けていきたいと思わせることがで

きたならば，それは行為に乗り出す契機とな今うるも

のである。そのために 障害者甲子園では宿泊試合宿

形式で高校生国土が自由に交流できるようにしてい

る。翌日のプログラム開始時刻は決まっているが，そ

れに間に合うのなら徹夜で語り合おうが関知しない。

とにかく楽しむことができるように干渉は最小限にと

どめられている O 必ず観光をプログラムの一部に取り

入れているのも，楽しむための一端である。

障害者甲子園の終了後 自律生活を始めてみようと

いう患いが強そうな参加者には，高校を卒業した後

に，二治三日程度で「ハイレベル甲子冨 21)Jという

プログラムも実施している。これ辻少人数の障害者を

ピックアップし，再び西宮市に呼び集めるところから

始まる O このプログラムの主眼はとにかく楽しむこと

である。もちろん さまざまな学習会も行われている

が，障害者甲子菌に比べて遊ぶことに比重が置かれて

いる c 食事会，イベント，成人に達していれば欽み会，

パチンコなど，親元を離れると楽しいことがこれほど

あるというメッセージを送り続ける。こうして，障害

者に行為することでメリットを享受できる実惑をさら

に提供し，行為に踏み出すための強いインセンティブ

としているのである。このように障害者甲子冨では行

為に向かうための動機付けがちりばめられているので

ある O

6 フレームの転換

河原で二人の男が流血の段り合いをしていたところ

に出くわしたとする O 少し離れているためにはっきり

とはわからないが るる入はそれをケンカだと理解し

た。しかし，その人の隣を歩いていた友人法空手の練

習をしていると理解した。同じ出来事を見ているにも

かかわらず，このような違いが生じるのはどういうこ

とであろうか。それは各個人の頭の中に解釈の枠組み

が存在しているからである。これをフレームという。

フレームとは「それ自体法意味をもたないむきだしの

出来事の流れを，何らかの組織だった意味あるシーン

として経験させる 経験の組織化の前提，もしくはそ

の『原理jJ22)のことである。入はフレームがなけれ

ば何を見ることさえでき本いのである。しかし，フレ

ームによって意味づけられた出来事がずっと同じ解釈

をされたままであるとは限らない。それまでとは異な

るものとして解読されてL￥く場合もある。殴り合いが

ケンカに見えていた入もすぐさまボクシングの練習だ

と認識を改めることも考えられるのである O このよう

に現実は多層的，多元的に構成されうることがわかる。

いずれにせよ，このフレームこそが出来事の記述を与

えるのであり，社会的現実を生み出すのである O

当然のことながら，障害者にもフレームがある O も

ちろん，各個人によってプレームは異なり，必ずしも

罷じであるとは限らない。しかし，フレームは個人が

勝手にっくりうるものではない。社会との相互作用に

よって生み出されてp く社会的なものである O そのた

め，社会の支配的なものに影響を受けることになり，

結果として，障害者に共通してみられるようなフレー

ムが生み出されることがある O 例えば，両手にインペ

アメントのある障害者が衣競を着脱しようとすると誰

かに手伝ってもらう必要がある。この人の子を借りる

という出来事を迷惑をかける行為と解釈してしまう揮

害者は多い。このようなフレームを持ち合わせている

と，入手を借りることに寵蕗を覚えてしまう。そうな

ると，その障害者詰自律生活を送るという行為にこの
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足を諮んでしまい 親元や施設で管理された生活を送

り続けることになる。これでは自律生活に踏み出すこ

との支援にはならない。そこで 自律生活への一歩を

踏み出すことができるように障害者のフレームを変化

させる必要が生じる。それには別のフレームと結合さ

せることが有効となる。障害者甲子園では捧害者と

MSAのフレームを結合させる仕掛けが含まれている O

この円国人の利益，価値観，信念と，社会運動組織の

活動，目標，イデオロギーとが一致し相補的になるよ

うに，個人と社会運動組織の解釈志向をつなぎ合わせ

ること」をフレーム調整というお。

スノーらはフレーム調整を次の四つに分類している

24)。すなわち，フレーム架構，フレーム増幅，フレー

ム拡張，フレーム転換で品る G フレーム架橋とは，あ

る特定の争点、や問題に関してイデオロギ一的には一致

しているが，構造的には関連しない，二つあるいはそ

れ以上のフレームをつなぎあわせることをいう O ある

ことに興味や関心があ与そうな人たちをねらってダイ

レクトメーんなどを送り それに対する興味や関心を

掘り起こしていくことなどが例としてあげられるお。

フレーム増幅とは，ある特定の争点、や問題，あるいは

一連の出来事に関係が毒る解釈フレームを明確化し活

性北することである G 日常に追い立てられていること

で隠れてしまうフレームを明蕗化，強化することで運

動参加を促すことになる滅。フレーム拡張とは，プ

ログラムや語種が感情や利害に深く根付いていない場

合， f国人の感信や利害をi&り込めるようにフレームの

境界を広げることである。例えば 当初のプログラム

や価植にとって重要なものでなかったとしても，個人

が重要とするならば それを取り込むことで潜在的支

持者のフレームと謂和させていくことである 27)。プ

ログラムや主張および錨植が提供，提示されたとして

も，それらが通常のライフスタイルや儀式および既に

ある解釈フレームと調和せず，時に相容れないことが

ある。そのような場合に誌，新しい個値をっくりだし，

古い意味や理解を放棄して，誤った信念や間違ったフ

レームを再フレーム化する必要がある。これをフレー

ム転換という。要するに 個人と組織のフレームが合

わないときに，薪しく解釈フレームをっくりなおすと

いうことである制。

さらにスノーとベンフォード 29) はフレーム調整を

行う過程としてプレーミングという概念を提示し，診

断的プレーミングと予後的プレーミングおよび動機付

けプレーミングという三つの中核的な課題について言

及している。診断的プレーミングによって何が問題で

あり，その原因はどこにあるのかを特定する。それに

基づいて問題解決の方法や具体的な戦略，戦術および

ターゲットを護示するのである。これが予後的プレー

ミングである。そして 動機付けフレーミングによっ

て問題解決のためには実際に行動を起こす必要がある

ことを喚起するのである。前二者によって彊入の合意

を取り付け，後者によって行為を促そうというのであ

る30)。

障害者甲子菌においても，すべてではないが，いく

つかのフレーム調整がみられる。全国の養護学校に障

害者甲子園への参加を呼びかけることはフレーム架稽

の試みといえる。障害者運動に少しは興味がある，あ

るい法漠然と自葎をしてみたいと考えている個人がい

れば，その入は MSAとイデオロギー的には一致して

いることに右る O その人たちに対して障害者甲子留の

参加を促し， MSAのフレームと構造的に結びつけて

いこうというのである。また フレーム増堰も行われ

ている O 毎回，さまざまなテーマが設定されて分科会

が関かれているが 各分科会には MSAのスタップが

一人法参加するようにしている。それは，そのテーマ

に関して起こった出来事の意味をわかりやすく説明し

たり，自分の身近な生活とどのような関係があるかを

伝えたりするためである O それによって恒人の暖昧

模織としたフレームを明確なものへと導く。障害者甲

子園で行われる講演会では 自律〈自立〉が主なテー

マになっている。これはフレーム転換の試みである。

先にも見たように 人の手を借りることは迷惑な行為

であるというフレームがある。これに対童するような

自律(自立〉の考え方を講演という彩式で提示しよう

というのである。自律(自立)とは，他人の子を語り

ずにすべてのことを自分一人でやり遂げることで誌で

はなく，自分iこ関する出来事を自己決定することであ

る。自己決定を実現するためには能人に依存してもか

まわ本い。したがって 人の子を措りるとは自己決定

の行使であり，迷惑な行為にあたらないというフレー

ムが提示される。個人にとって新たな解釈を示すこと

で，密入がフレームを作り替えるきっかけをつくろう

とするのである。

このように樟害者甲子園では フレームをはっきり

とさせたり，新たなフレームへと転換していくことで，

個人が自分の経験をとらえ返すことができるような仕

掛けをつくっているのである O

7 樟害者甲子園の隈界

ここまで見てきたように 障害者甲子冨では障害者

が自律生活に向かう行為に踏み出すことを後押しする

ために，障害者としての主体形成をはかり，不満や楽

しみといった行為への動機付けを行い，フレームを明

確fとしたり再構築し産したりできるような社掛けがち

りばめられている。エンパワーメントのー側面である

「社会的状況を変えていく外部への働きjをしていく

ための技法として，これらのことがあることがわかっ

た。このような技法を含んだ障害者甲子罷法，果たし

てプログラムとして成功しているのかどうかについて

oo 
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最後に考えてみよう。

プログラムが成功しているかどうかはその自標をど

れだけ達成することができているかによって評価する

ことができる。障害者甲子冨の目標誌障害者運動ヘ参

加したり，自律生活を始める入が現れることである O

しかし，何人といった具合に具体的な人数を掲げてい

るわけではない。したがって 一人でもそのような障

害者が現れれば成功したともいえるし，一入では成功

したと泣いえないとも評価できる。全員でiまない摂り，

この人数が何人であっても毘様のことがいえる。何を

もって成功したとするかはなかなか難しいところであ

るが， MSAの中心的なスタッフの多くは必ずしも成

功したとは考えていない。障害者甲子園に参加した障

害者の中には，障害者運動に携わったり，自律生活を

始めた入試確実に存在している。しかし，スタップが

思い描いていた法どはそういった捧害者が登場してい

ないために成功の評価ができないのだという O 成功し

たかどうかの評価法慰にして，少なくとも参加した障

害者の数と比較すれば 況とんどといっても Ptミぐら

いの人が一歩を諮み出せ右かったことは事実である。

それは，どこかに何らかの問題が港んでいるからこそ，

思いとどまってしまったのであろう O

エンパワーメントを進めるためのいくつかの仕掻け

に共通しているのは，個人の内面に焦点を当てて，そ

れを変化させようとするものだということである。確

かに，信人の内的要因は行為を起こすうえで重要なも

のである O しかし 高校生信人の内面はこれまでに十

数年にも渡って積み上げられてきたものである。それ

が一度や二度，揮害者甲子冨に参加したからといって

内面が変化すると考えるのは安易である O 相当な衝撃

でも伴っていれば別であるが そうでなければ簡単に

内面が変化するはずがない。ということは，内面が変

わらなかったために多くの障害者が行為をしなかった

と考えることができる O このような限界を指諒するこ

とは一理品る。それでは内面が変fヒすれば，すべての

人が行為をするのかというとそうで誌ない。障害者が

どのような状況におかれているかということも重要な

要因として蘭くのである。それは外的要因ということ

ができる。外的要因としては 大きく二つのことを考

えることがで、きる。

まずーっ百の外的要因としては 障害者にとって利

用可能な資源がどの程度存在しているかということで

ある O 資源としては，情報，お金，福祉サーどス，人

的ネットワークといったものがあげられる O 積報がな

ければ，持をどうすればいいのかの判断もできないた

め，何もしないままに終わってしまう。お金i二余裕が

なければ，何かをすることに露賭せざるをえない。介

助を得ることができなければ，障害者はベッドから起

きあがることもできず 何もすることができない。一

人きりで何かをするよりは 悼聞のいる方が行動もし

やすくなる。乙のように毘毘に資源があるかどうかに

よって，捧害者の行動は大きく左右されることになる

のである。

もう一つの外的要因誌サンクションの有無である O

サンクションとは向かをしようとした，あるいは，脅

かをしたときにに加えられる在力や制裁のことをい

う。精神的に追いつめるといった無形のものも含まれ

る。伺かをしようとしても そのことが社会的に認め

られていなければ サンクションが降りかかってくる

ことになる。外に出たいと思っても，家族が嫌な顔を

することが予想されると 諦めざるを得ないことがあ

る。「障害者のくせに 何でこんなことをするんだじ

などという言葉を投げつけられると どうしても萎縮

してしまう。このようなことがあると，障害者はやは

り大きく影響を受けてしまうことになるのである。

エンパワーメント実践おいては 個人の内面にのみ

欝きかiすることがクローズアップされがちだが，この

ように個人を取り巻く社会的環境がどのようになって

いるのかということも成功の可否を握っている。これ

からのエンパワーメント実践では個人を取り巻く外的

要因についても規野に入れていくことが必要不可欠な

ことで、あるといえよう O
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A詰stract

Studies about empowerment have been done in social work since Solomon discussed it. Nevertheless， it is said that a 

clear and basic definition has not been established. However， it can be suggested that empowerment includes self-affirma-

tion and the ability to develop one's outside world. The latter is important for considering empowerment. The purpose of this 

article was to examine what techniques are effective for empowering disabled people. Therefore， the author examined what 

kinds of techni司uesare available by using a program provided by the organization of disabled people. The elements 

include: defining disabled people， raising an incentive through relative deprivation and pleasure， and providing a theoretical 

framework. However， empower血 entdoes not succeed if there are no such techni司ues.In addition， social environmental 

reform is needed at the same tIme. 

Key words : disabled people， program， empowerment practice， techniques of empowerment 

ヮ“FO
 


